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ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、理解された上でお使いください。 



 

 

 

 

! 警  告 

・取り付け車両を扱う場合は、取り付け車両付属の取扱説明書をよくお読みの上、正しく安全に運

転、管理してください。自動車は、誤った扱い方をすると、思わぬ人身事故等を引き起こす恐れ

があります。 

・必ず自動車の下に燃えやすい物が無い事を確認してから、停車や駐車してください。自動車の排

気部分は高温となり、エンジンを動かしたまま枯れ草などの燃えやすい物の上に停車や駐車す

ると、火災の危険があります。 

・必要な時以外は、必ずエンジンを停止してください。マフラーのテールパイプからは、有毒な成分

が含まれた排気ガスが排出され、締め切った車庫や倉庫の中などでエンジンを動かし続けると、

一酸化炭素中毒の危険があります。エンジンを動かす時は、屋外または窓を開け、換気扇など

を回し、新鮮な外気を取り入れられる場所で作業してください。 

・エンジン停止直後は、絶対に作業を行わないでください。エンジン停止直後は、エンジンや排気管 

が非常に高温になっており、火傷を負う可能性があり危険です。 

・取り付け箇所、取り付け方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにしてください。誤った取り付

け箇所、取り付け方法は、脱落を招き、運転の妨げになる可能性があり大変危険です。 

・車両を発進させる時は、必ず周りに何もない事を確認してください。不用意に発進させると、思わ

ぬ人身、物損の事故等を引き起こす恐れがあります。 

・本製品を取り付けた車両を他の人に貸し出し、または譲渡する場合は、必ず本製品が取り付けら

れていることを知らせ、この取扱説明書と保証書も必ず渡してください。 

・作業終了後は必ず、運転席の足元に何もない事を確認してください。運転席の足元に空き缶や使

用した工具などがあると、ブレーキペダルの下にはさまり、ブレーキ操作ができなくなるなどの恐

れがあり、大変危険です。 

・本製品の取り付け・配線作業は、本来、専門の教育を受けた整備士が行うべき作業です。専門外

の方が作業されると、けがや火傷、車両火災を引き起こす可能性があり危険です 

                            ! 注  意 

・本製品の取り付けには、車両内装の取り外し等の作業がともなう場合があります。当社はこれら

の作業による物的損害の責任を負うことはできませんので慎重に作業を進めてください。 

・くれぐれも、誤配線、ショート等はさせないでください。本製品だけでなく、取り付け車両の電装系

等まで、破損させる恐れがあります。これらの取り付けミスによる損害に関して、当社は一切の責

任を負う事はできません。 

・本製品は絶対に分解しないでください。ケース破損や故障の原因となるだけでなく、保証の対象外

となります。 

・セッティング不良は、エンジンの破損等を引き起こす可能性があります。セッティング不良で引き起

こされた破損に関しては、当社は一切の責任を負う事はできません。 
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初めに： 

この度は、AEM ウォーターメタノールインジェクションをお買い上げ頂き、誠にありがとうございま

す。 この説明書には取付及び、取扱いの説明が書かれているため、作業を行われる前に必ずお

読みください。 また文中の中で太文字で書かれている箇所は、重要ポイントとなっていますので、

得に注意をはらい作業を行って下さい。 

作業を始められる前に、バッテリーのマイナス端子を外してください。 

 

スペック： 

 

 30-3300 用、残量センサー付き 1 ガロン（3.8L）タンク  

 

 33-3301 用、残量センサー付き 5 ガロン（19Ｌ）タンク 

 

 1379kPa (200psi) インジェクションポンプ 

 

 プログレッシブポンプコントローラー ブーストセーフ機能付き 

 

 ポンプドライバー 異常電圧セーフ機能付き 

 

 エラー防止アウトプット機能 （異常電圧とオーバーヒート防止機能付き） 

 

 ＬＥＤでポンプ使用率とシステムエラーを表示する指示機能付き 

 

 ポンプ断線表示機能、ポンプがオフの状態でも機能します。 

 

 テストボタン。（ポンプ作動テスト用） 
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取付配線図 

 

 

 

このキットは新しくチェックバルブが内蔵されたノズルが含まれています。そのため外からの確認

は必要なくなりました。 
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取付チェックリスト 

下記のリストは全体の取付工程を記載しています。更に細かい工程の情報は各ページで説明いたします。 

□ タンクの取付け： 

＊ 付属のシートメタルスクリュー4 個とワッシャー（大）、または 5/16-18 のボルトとロックナットを使用してタンクを取付

けてください。 

□ ポンプの取付け： 

＊ タンク近くで、フルードレベルより低い位置に取り付け場所を確保してください。 

＊ シートメタル用スクリュー4 個とウォッシャー（小）4 枚、または#8-32 のボルトとロックナットを使用してポンプを取付けてく

ださい。 

＊ 付属のナイロンホースでタンク～ポンプ間を配管してください。 

□ コントローラーの取付け： 

＊ バッテリーのマイナス端子を外してください。 

＊ 運転席の周りにコントローラーを取付ける位置を確認してください。 

＊ ドライバーから見えやすい位置にＬＥＤを取付けられるようにしてください。 

＊ 配線図に従って、配線を行ってください。 

＊ ブースト用ホースをコントローラー～マニホールド間に接続してください。 

□ タンクの洗浄： 

＊ 残りのホースをポンプに接続してください。（ノズルにはまだ接続しないください） 

＊ タンクに水を入れてください。（蒸留水を使用してください） 

＊ イグニッションの電源（Arm スイッチ）を入れ、コントローラーにも電源を入れます。 

＊ コントローラーのテストボタンを押して、タンク内部を洗浄します。（完全に洗浄するまで、この工程をくりかえしてください） 

＊ タンク内の水を流し出し、次のステップへ進みます。 

□ ノズルの接続 

＊ ナイロンホースをノズルへ接続します。 

＊ タンクに水を入れます。 

＊ コントローラーのテストボタンを押して装置の確認をします。 

□ 装置の確認 

＊ テストボタンを押している間、装置からエラーが出ていないか確認し、流量が徐々に増えているかも確認してください。 

＊ 装置内部を洗浄すためにテストボタンを繰り返し押します。  

＊ タンク内を流し、水とメタノールを混合し入れてください。 

＊ この装置は水/メタノール混合のフルードのみに対応しています。 炭化水素系のフルードは使用しないでください。  

□ ノズルの装着 

＊ ノズルを取付ける場所を確認してください。  取付ける位置はインタークーラーとスロットルボディーの間なります。  

＊ ノズルを取付けるため、取付説明書に従ってインテークを加工してください。 

＊ ナイロンホースをポンプからノズルまでの長さに切り、接続してください。 またホースを熱や振動から遠ざけてください。 

□ チューニング 

＊ エンジンのポテンシャルを引き出すために、チューニングを行ってください。 
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ポンプとタンクの取付け： 

タンクとポンプを取付ける位置を確認してください。 タンクは噴射するポイントよ

りも低い位置に取付けてください。 タンクとポンプは同じ場所に取付けてくださ

い。 ポンプは車両の外にも取付けが可能ですが、フェンダー内のように水や泥

を被る場所は避けてください。 水、埃、泥等が原因で起きたポンプ故障は保障

対象外となります。 これはトラックの荷台やフェンダー内への取付けも含みます

ので、必ず濡れない場所を選んでください。 

1 ガロンタンクは付属されたシートメタル用の＃8 のネジとワッシャー（大）を 4 個使用するか、

5/16-8 のボルトとロックナットを使用して取付けてください。 

 

5 ガロンタンクの取付け（オプション）： 

タンクを取付ける前に、取付位置が燃料タンクや燃料ホース等の障害にならないよう確認してくだ

さい。 タンクを下図のように上向きに取付けてください。 取付け用の穴を開ける 4 か所にマーク

をし、3/8（9ｍｍ）のドリルビットを使って穴を開けます。 付属されている、5/16-18 のボルト、ナッ

トとＯＤフラットウォッシャー（大）を使用してタンクを取付けます。 重要： 付属されたＯＤフラットワ

ッシャー（大）を使用し、プラスチックの端（耳）の周りに負荷がかかるようにしてください。締めすぎ

ないよう注意してください。 ロックナットを使用するため、しっかり取付ける事により緩む心配はあ

りません。 締め付け過ぎはプラスチックを破損して漏れをおこす可能性にもなりますし、補償対

象外にもなります。 

  

 

 

 

 

 

備考： 全てのタンクは組付け時に漏れの確認検査をしています。 プ

ラスチック部分と金具フィッティングを組み合わせるのに特殊な封水剤

を使用しています。 フィッティングの締め付け過ぎには十分注意してく

ださい。 

 

 

ポンプは必ずタンクの傍のフルードの一番低い残留ラインよりも低い位置に取付けしてください。 

 

-7- 

締めすぎ注意！ 

上向き 



 

ポンプを取付ける際はポンプの流れが矢印と同じ方向に向くように、取付けてください。 

＃8 シートメタル用ネジとワッシャー（小）を 4 個使用するか、＃8-32 ボルトとロックナットを使用し

てポンプを取付けてください。 ポンプは垂直にも水平にも取付ける事ができます。 タンクとポン

プを取付けた後は、チューブをタンクとポンプ間の長さに切り、タンクの出口からポンプの入り口ま

で繋げます。 チューブに潰れや、ねじれがないか確認し、チューブを切る際は、必ず鋭い刃物で

垂直に切り、角が直角になるようにしてください。 その後、タンクとポンプにチューブを差し込み、

根本までチューブが差し込んであるか確認してください。 チューブは車両側にタイラップ等を使用

し固定してください。      

 

コントローラーの取付け： 

コントローラーは防水ではないため、絶対にエンジンルーム内に取付けないでください。 室内の

ドライバー側にコントローラーを取付けられる場所を確認してください。 調整ノブが使いやすい位

置にくるようにし、また水の侵入を防げる場所に取付けてください。 もしコントローラーの配線を

延長する必要がありましたら、アース用に 16ＡＷＧ（ＳＱ1.309）の配線を使用し、残りの配線には

18ＡＷＧ（ＳＱ0.8226）の配線を使用してください。 ヒューズはアクセスしやすいようにコントローラ

ーの外部にありますので、その他のヒューズは必要ありません。付属タイラップ等を使用し確実コ

ントローラーを固定ください。 
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＊もしタンクが旧モデルで、2 つの黒線がある場合は、８番（白）と 9 番（茶色）のピンをどちらかの

黒線に接続しても問題はありません。 

＊＊もし配線を延長する場合は、ポンプとコントローラー用には 16ＡＷＧ（ＳＱ1.309） 

を使用して頂き、残りの配線は 18ＡＷＧ（ＳＱ0.8226）を使用してください。 

 

外部ＬＥＤの取付け： 

外部ＬＥＤが運転席から目視できる位置を確認しＬＥＤを取り付けし、配線をコントローラーに接続

してください。 ＬＥＤはコントローラーが機能している事を知らせてくれます。 もしポンプの電源が

オフで、エラーが無い場合はＬＥＤもオフになります。 

もしエラーが無く、ポンプが作動している場合はポンプのスピードによって、ＬＥＤの光加減が変わ

ります。もしエラーがある場合はＬＥＤが点滅して知らせてくれます。       

 

ブーストホース： 

付属のＴ字フィッティングとゴムホース使用し、マニホールド圧（負圧/ブースト圧）に繋げてください。 

 

ポンプ/タンク洗浄： 

全ての配線が接続された後、タンクに水を入れ、タンクからのホースを空の容器にむけて「TEST」

ボタンを押し続けてください。 この「TEST」ボタンは装置の確認をする時に使用します。 ポンプ

のスピードは徐々に 0 から全速になるまで 3 秒間以上作動し、そのまま全速で 3 秒間作動した後

に停止します。 この「TEST」をタンクとホース内の汚れを完全に洗い流すまで続けてください。 

タンクの排水を終わらせましたら、次の「ノズル取付け」のステップへ進みます。 

 

ノズルの選択と組付け： 

このキットは広い範囲の出力に対応できるように違うサイズのジェットを三つ用意しています。下

記の表を元に目標出力に合うジェットのサイズを選んでください。 キット内には組付け済みミディ

アムノズルが入っています。 
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ノズルは分解洗浄可能です。もしスクリーンにゴミ等があるようでしたら、タンク内も確認してくださ

い。 スクリーンを組み込む際は手締めよりも若干強く締めてください。 

締めすぎないよう注意してください。 

またナイロン製のワッシャーはスペアもありますが、再利用も可能です。  

 

 
 

 

ノズル取付け： 

ノズルを取付ける位置を確認してください。 ノズルはタンクよりも高い位置に取付けてください。 

ノズルは必ずスロットルプレート前に、もし MAF センサーが装着されている場合はセンサーの後

に取付けてください。またノズルは必ずインタークーラーの後に取付けてください。 尚、ノズルを

スロットルボディーの 13cm～18cm 手前の位置に装着しますと、最適な冷却と燃焼を得られます。 

 

 
 

ノズルを取付けるために、コンプレッションチューブ/インテークパイプを 1/8ＮＰＴでねじ切り加工し

ます。もし薄いパイピングを使用している場合は、ノズル用のボスを溶接してください。 取付け用

のタップ深さは、ノズルを取付けた際にノズルの先端がインテークパイプの内側と平になるように

してください。 
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ポンプ/装置の確認 

コントローラーの「TEST」ボタンは装置の可動を確認するのに使います。 ボタンを押し続けてポン

プを作動させてください。 ポンプのスピードはで徐々に 0 から全速になるまで 3 秒間以上作動し、

そのまま全速で 3 秒間作動した後に停止します。 ボタンを戻すとコントローラーは正常の作動に

戻ります。 

タンクに水を入れ、ノズルを容器に向けてから TEST ボタンを押し続けてください。 ポンプが正常

に作動している場合は、徐々に流れ始め流量が安定します。漏れがあるか確認し、もし漏れがあ

る場合は修理してください。 水をタンクから流し出し、ノズル、タンクを取付けてください。 

 

フルードの適合性： 

この装置には絶対に炭化水素系のフルードは使用しないでください。 必ずウォーター/メタノール

混合のフルードのみ使用してください。 

 

 

 

 

システムエラー： 

この装置は常にエラー確認をします。 エラーを感知した場合は外部ＬＥＤを点滅させ、ドライバー

に知らせます。 エラーが発生した場合すぐに確認、修復を行ってください。車両故障やエンジンを

破損させてしまう恐れがあります。 エラーモードが出ている場合はインジェクション装置が正常に

作動しない恐れがあります。 
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点滅の
回数

エラー 内容 状況 処置

1 燃料低下
タンク内の燃料がセンサーの位置
よりも低くなった場合。

＊ブーストセーフ解除。
＊ポンプは作動し続け
ます。

燃料をタンクに足す。

2 ポンプの断線
ポンプを作動させる配線が断線し
た場合。

＊ブーストセーフ解除
＊ポンプが止まる

コントローラーの
ヒューズと配線とポン
プの配線の断線を確
認する。

3
ポンプのショー
ト

ポンプを作動させる配線がショート
した場合。

＊ブーストセーフ解除
＊ポンプが止まる

ポンプの配線がショー
トしていないか確認。

4 電圧
コントローラーの電圧が8.5Ｖ～16
Ｖ以外の場合。

＊ブーストセーフ解除
＊ポンプが止まる

コントローラーの電源
接続を確認し、車両の
充電装置が正常に作
動しているか確認。

5
コントローラー
エラー

コントローラーの内部でエラーが
発覚した場合。

＊ブーストセーフ解除
＊ポンプが止まる

お店に問い合わす。



 

トラブルシューティング表 
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コントローラー： 

 

設定 

AEM のウォーター/メタノールインジェクションコントローラーはプログレッシブ型コントローラーです。 

プログレッシブ型とはブースト圧を内部の MAP センサーが感知し、それに合わせフルードが均等

に噴射される事です。 このため、車両やエンジンへのダメージを避けるためにもバキューム圧の

接続は確実に行ってください。またこのコントローラーはバッテリー電圧の変動を自動的に調整し、

安定した流量を確保します。  

 

コントローラーの表面にある二つのノブは、噴射を開始するマニホールド圧の設定と、最大噴射量

にしたい圧力の設定を行います。 フルードは設定された圧力間を徐々に増量していき設定圧力

に達した時に全噴射となります。 

Start PSI のダイヤルの範囲は 1psig（0.07kg/cm2）から 11psig（0.77kg/cm2）の設定を行います。 

Full PSI のダイヤルの範囲は 5psig(0.35kg/cm2)から 35psig(2.46kg/cm2)の設定を行います。 最

初は Start PSI を、車両の最大ブースト圧の 25％で設定する事をお勧めします。 Full PSI は車両

の最大ブーストを設定してくだい。 誤った設定と取扱いはエンジンと車両にダメージを与えるため、 

詳しい設定に関しては、ショップにお問い合わせください。   

 

        

STATUS LED： 

コントローラーには Status LED が組み込まれています。 これは外部 LED と同じ作動をします。 

スタート時には緑色の LED が点滅します。 エラー信号は赤色で点滅し、また様々な光の強さで

点灯します。   

 

ヒューズ： 

コントローラーには外部ヒューズがあります。 コントローラー本体はフューズが無くても電源が入

り作動しますが、ポンプはヒューズ無しでは作動しません。 もしコントローラーが断線エラーを表

示している場合は、ヒューズが切れているか、正確に取付けられていない可能性があります。 交

換用ヒューズは１５Ａを使用してください。 
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TEST ボタン： 

作動確認用の TEST ボタンがあります。 この機能を作動させる前に必ずノズルをエンジン側から

取り外してください。 これはエンジン内に不用なフルードを噴射する事を防ぐためです。 作動さ

せるために、まず TEST ボタン押し続けてください。ポンプの速度は徐々に加速し、3 秒後には全

速になります。 ポンプ速度が安定し始めた 3 秒後にポンプが静止します。 ポンプは合計で６秒

間作動します。 

 

ショート診断： 

ポンプの診断機能には二つのモードがあります。 一つは常時検出モードです。これはポンプが

作動していない場合でも作動音が発生します。もし必要なければオフにする事が可能です。 

オフにした場合はポンプ作動時に漏電、短絡を検出します。 

 

診断装置を機能させる場合： コントローラーの電源を入れ、TEST ボタンを長押ししてください。変

更はステータスＬＥＤと外部ＬＥＤに長い点灯で表示されます。 ボタンを離しますと、コントローラ

ーは通常の状態に戻ります。 どのモードに設定されたかは、ポンプの振動音で判断する事がで

きます。 この作動を繰り返す事により、モードの変換を行う事ができます。 

 

リニア流量： 

AEM ウォターメタノールインジェクションはポンプスピードをリニアにコントロールする事ができます。 

他社製品はスタート時から全開で作動してしまいリニアにコントロールする事ができません。 

AEM の装置は流量をリニアにコントロールできる為、適切な流量を供給できます。 

      

ブーストセーフアウトプット（オプション機能） 

コントローラーにはブーストセーフアウトプットがついています。この機能はフールド切れを起した

場合及び、エラー信号を感知した場合に作動させる事ができます。 

エンジンを破損させない為にフルコンや CDI で点火タイミングを遅らすための機能として備えてい

ます。  

コントローラーから出ている緑色の配線は 1.7Ａ用のグラウンドスイッチです。 
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ソレノイドドライバー（オプション機能） 

ポンプが作動している間ソレノイドを駆動する事ができます。（茶/白線 アース配線、最大 1.5A）こ

の配線はソレノイドのアース側で使用してください。 

電源供給はソレノイド側で行ってください。ソレノイドは必ず、ポンプとノズルの間に取付けてくださ

い。 ソレノイドをノズルの近くに設置する事で制御が安定します。 

 

ノンプログレッシブオペレーション（オプション機能） 

ノンプログレッシブルオペレーションは、リニア駆動ではなくポンプをフル稼働させたい場合に使用

します。 

この設定をするためには、「Full PSI」のノブを「Start PSI」よりも低い位置に設定します。これによ

り、ブーストが「Start PSI」を越した時点でポンプがフル稼働し始めます。 

 

エンジンチューニング： 

ウォーター/メタノールインジェクションは過給機への追加装置として通常は使用しません。 チュ

ーニングはエンジンのポテンシャルを最大に引き出すために行います。 ウォーター/メタノールイ

ンジェクションは市販のガソリン燃料を使用しながら、更にアグレッシブなチューニングを可能とし

ます。より良い冷却効果と、ノッキング対策として、50/50 に混合されたウォーター/メタノールを使

用する事を推奨します。 通常のブースト圧とタイミングを控えめにし、通常よりも一段階高い空燃

比をベースに設定します。 例として、ウォーター/メタノールを使用した最終空燃比が 11.0:1 の場

合、ベースの空燃比は 12.0:1 に設定します。 ベースの空燃比を設定した後はウォーター/メタノ

ールを噴射し始め、 最終空燃比に達成するように、噴射量を調整します。 例として、噴射を始

める前のベース空燃比が 12.0:1 で、噴射状態で 10.5:1 の場合はウォーター/メタノールの流量を

最終空燃比に近づけるように減らします。 主要の燃料では無く、目標としている空燃比に合わせ

るために、噴射量の調整を行ってください。 噴射量の調整はノズルで行うか、「Start PSI」と「Full 

PSI」を調整してください。 

 

目標としている空燃比への設定が終わった後は、より良い冷却効果とノッキング対策を利用しな

がら、ブースト圧と点火タイミングを上げ始めてください。90～93 オクタン価の燃料に五分五分に

混合したウォーター/メタノールを適切な量だけ噴射しますと、110 オクタン以上の効果が表れます。

適確にチューニングされたウォーター/メタノールインジェクションはレース用燃料にも対応します。 

 

 

メタノールを使用する際での安全事項： 

AEM はウォーター/メタノールインジェクションを使用する際は、メタノールの混合を 50％以上超え

ないようにお勧めします。 

 

AEM のウォーター/メタノールインジェクションのパーツ（ポンプ、ライン、フィッティング、フィルター、

流量センサー、タンク、ノズル）は全て、100％メタノールに対応していまが、安全のためにもメタノ

ールの混合を 50％以上超えないようにお勧めします。 
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! 警  告 

メタノールは有毒であり、着火の危険性もあります。 メタノール 100％は簡単に引火し、気が付く

前に強力に燃え上がります。 メタノールが皮膚に吸収されると、少量でも視覚障害や死をもたら

す危険性もあります。 高圧力の状況下でフルードを薄めずに使用しますと、エンジンルーム内の

ナイロンホースやフィッティング等に危険をもたらす可能性があります。 50％以上の混合のメタノ

ールを使用しても、パフォーマンス的にも向上いたしませんので、危険をおかしてまで、混合を増

やす事はお勧めしません。 

 

注意： 

ＡＥＭはこの商品を使用して起きたエンジンダメージ、事故や怪我に関しては一切責任を負いま

せん。 これはメタノールを使用して起きた怪我や死にいたった場合も同じです。 

メタノールはご使用になる前に法規、取扱い方法を必ずご確認ください。 

 

寒冷地での使用： 

ウォーター/メタノールは氷点を下げます。下記の表は混合による氷点の温度を表しています。 

   

 

 

 

 

 

 

メンテナンス： 

インジェクターノズルは定期的に洗浄してください。ノズルを解体し、ゴミを完全に取り除くまで適切

なクリーナーで洗浄してください。 

 

アップグレード用オプションパーツ： 

 

ウォーター/メタノールインジェクション用 FAILSAFE 装置 (AEM 品番 30-3020/30-3020M) 

圧力に関係なく、流量カーブを全域にわ

たってモニターします。 常に流量/噴射

量のデータを集め、ユーザーが設定した

流量カーブから差が生じた場合にエンジ

ンを破損から守るために、ブースト圧やタ

イミングを下げたり、燃料の補足、マッピ

ングの変更、２ステップのトリガー等のア

ラームを発信します。 これらの設定は

PC で行いますので、ユーザーが憶測でパラメーターを設定する恐れを省く事ができます。 全て

のウォーター/メタノールインジェクションに使用する事をお勧めします。 
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氷点温度 

(摂氏） 

メタノール混合

（％） 

-0.67℃ 13 

-17.78℃ 24 

-26.11℃ 35 

-40℃ 46 



 

 

ウォーター/メタノールインジェクション用流量メーター（AEM 品番 30-5141/30-5142）     

滑らかな動きをする指針を使用する事で、噴射量を正確にリア

ルタイムで表示する事が出来ます。 最大量 500cc/min と

1000cc/min、また黒と白のバックプレートからお選びいただけ

ます。 このメーターを使用する際には、AEM のウォーターメタ

ノールインジェクションフィルターを一緒に使用する事をお勧め

します。 

 

 

 

 

 

ウォーター/メタノールインジェクション用フィルター（AEM 品番 30-3003） 

このフィルターはマイクロメッシュスクリーンを使用する事で、

最少 40 ミクロンまでの異物をフィルターする事ができます。 

これにより、汚れていないウォーター/メタノールをポンプ内 

ラインやノズルの流れを保つ事ができ、また装置の寿命も延

びてきます。 

 

 

 

 

 

追加ノズルキット（AEM 品番 30-3012） 

追加ノズルを装着するために、ノズル 1 本、ジェット 2 種類とその他

の取付けに必要な部品が含まれています。 

 

 

 

 

5 ガロン（19Ｌ）タンク（AEM 品番 30-3010） 

フルードの積載量を増やすための 5 ガロンタンクです。 残量セン

サーとその他の取付けに必要な部品が含まれています。 
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万が一トラブルが発生した場合、直接下記 

AEM テクニカルサポートにご連絡ください。 

日本語を対応しております。 

emstech@aempower.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売輸入元 

 

株式会社トラスト 

〒289-1605 千葉県山武郡芝山町大台 3155-5 

TEL. 0479-77-3000 

FAX. 0470-77-0947 

www.trust-power.com 

 


